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成果の概要／村上 啓二 

 

研究課題名：「脱炭素化社会における資源事業のシステミックリスク・マネジメントに関す

る研究」 

 

研究内容 

本研究は、事業会社の資源事業について、社会システムとステークホルダーと経営者の

視点を包含した経済価値評価を行い、また脱炭素化によって相関性が高まっている資源事

業と非資源事業のポートフォリオ最適化を行うことにより、システミックリスクのマネジ

メント方法を体系的に構築するものである。 

近年の脱炭素化による特定の鉱物資源価格の高騰、ならびにロシア－ウクライナ戦争に

よる天然ガス・石油などの資源不足を受けて、資源事業のシステミックリスクのマネジメ

ント方法を構築する本研究の社会的意義が一段と高まっている。 

本研究の独創性は、①投資の意思決定に裁定機会が存在しない既往のオプション理論研

究に対し、鉱山資産の売却や買収のオプションを想定した現実的なリアルオプションモデ

ルを開発すること、②金融商品を中心とした投資家の視点によるポートフォリオ最適化の

既往研究に対し、事業会社の資源事業と非資源事業のポートフォリオ最適化によりシステ

ミックリスクをマネジメントすること、③社会システムの観点より、サプライチェーン全

体を通して経済価値を創造し、事業ポートフォリオ最適化によるリスクマネジメントを体

系的に構築することである。それらによって、本研究は近年の脱炭素化社会において、事

業会社のサステナブルな経営と社会への安定的な資源供給に貢献するものである。 

 

研究成果 

令和 4 年度は本研究の初年度に当たり、資源事業環境に関する情報収集、先行研究の調

査、および資源事業の投資とリスクマネジメントに関する情報収集を行った。また、資源

事業の経済価値評価および事業ポートフォリオ最適化の数理モデル開発に向けて、モデル

計算用コンピューターおよびモデル計算ソフトウェア等の整備およびを行った。 

 また、本研究の成果発表の一つとして、土木学会全国大会第 77 回年次学術講演会（2022

年 9 月 15 日開催）にて研究発表を行った。現在論文投稿に向けて取り組んでいる。 

 

今後の見通し 

本研究推進中に、令和 5 年度～９年度（5 年間）の科研費採択が決定したため、上記方

針に基づき引き続き研究を推進する。具体的には、社会システムとステークホルダーと経

営者の視点を包含するリアルオプション応用による企業価値評価、現代ポートフォリオ

理論応用による資源事業と非資源事業のポートフォリオ最適化、およびシステミックリ

スクとアンシステマティックリスクのマネジメント方法の体系化を着実に進めてゆく。 


